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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 で 影 響 を 受 け ら れ た 皆 様 に 心 よ り お 見 舞 い 申 し 上

げます。子ど もの本に できることは 限られ ていますが、だからこ そ、その情報

を求めている 人たち に着実に伝え たいと 思っておりま す。  

現在会員登録数 3,320 人さま。次号は４ 月 21 日発行の予定 で す／  

 

╋━━━━━ ━━━ ━  ◇◆◇  目次  ◇◆◇  ━━ ━━━ ━━━━━━ ╋  

【１】お知ら せ  

【２】コラム  

 《１》この本読ん だ ？  

 《２》イーハトヴ 周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

 《３》子どもの本 の 珠玉のことば  

 《４》行って来ま し た！  

【３】プレゼ ント  

╋━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ╋  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【１】お知ら せ  
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●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Masayo's Talk 

***************************************************************** 

『 天 邪 鬼 な 皇 子 と 唐 の 黒 猫 』  渡 辺 仙 州 /作  丹 治 陽 子 /装 画  ポ プ ラ 社  

2020 年 1 月  対象年 齢：小学校高 学年以 上  

 

あらすじ：平安時代。唐で捕獲され て船で 日本に連れて 来られ、天皇に献上さ

れた黒猫が語 る人間（ 貴族）と猫の社 会を描 いた作品。天皇 は猫を 息子の定

省（さだみ ）に預け 、定省はクロと 名付け る。クロは定 省にだけ 、自分が人

間の言葉を話 せるこ とを打ち明け る。また 、クロは夢を見 るが、それが前世

に 項 羽 で あ っ た と き の 夢 だ と い う こ と が わ か り 、 出 会 っ た 猫 の 中 に 、 前 世

で時間を共に したも のがいること も明ら かになってい く。  

 

Ｙ：どこがお もしろ かったですか 。  

Ｍ ： 定 省 の 妻 に な る 二 人 の 女 性 の 人 物 造 型 が 興 味 深 か っ た で す 。 一 人 は 文 章

博士の娘で、書 が読み たいために定 省の家 に通ってくる 義子。そ して、天皇



の 妻 に な っ て 、 息 子 に 勅 撰 和 歌 集 を 編 ま せ た い と い う 野 望 を 持 っ て い る 藤

原北家の娘、胤子（ た ねこ）。文学を愛 する 女性二人が友 情関係 を築いてい

く 様 子 を 楽 し く 読 み ま し た 。 二 人 が も っ と 作 品 内 の 事 件 に 関 わ っ て も よ か

ったなあと思 うほど でした。  

Ｙ ： 私 は 、 中 国 の 歴 史 や 古 典 の 情 報 が 作 品 の と こ ろ ど こ ろ に 散 り ば め ら れ て

いたところが 楽しか ったです。小中 学校時 代を北京で過 ごし、今 も中国・河

南 農 業 大 学 で 日 本 語 を 教 え て い る と い う 著 者 な ら で は の 作 品 だ と 思 い ま し

た。  

Ｍ ： ク ロ が 右 京 の 猫 の 親 玉 で あ る キ ト ラ と 友 だ ち 関 係 を 結 ん だ り 、 左 京 の 猫

の親玉ハクタ クに呼 び出されたり する猫 社会の様子は 、『俺 、つしま』（ おぷ

うのきょうだ い /作  小学館）など の猫マ ンガを思い出 しまし た。  

Ｙ：クロの視点で人 間社会や猫社 会が描 かれていると いう意 味では、『吾輩は

猫である』の 系譜に あるとも言え るかも しれません。  

  定 省 は 、 天 皇 に な る ま で 、 使 用 人 が 一 人 も い な い よ う な 貧 し い 生 活 を し

ており、自分 の食事 も、猫のごは んも定 省が作ります 。  

Ｍ ： な か な か 自 立 し た イ マ ド キ の 青 年 で す 。 タ イ ト ル に は 、「 天 邪 鬼 な 皇 子 」

と 書 か れ て い ま す が 、 真 面 目 す ぎ る き ら い は あ る も の の 、 天 邪 鬼 と い う イ

メージではあ りませ んでした。ライト ノベ ルっぽいタイ トルに することで 、

読者層を広げ ようと したのかなと 思いま した。  

Ｙ：軽妙な会 話で展開 するストーリ ーから は、猫の口を 借りて、自由であるこ

と の 意 義 や 、 義 を 重 ん じ る こ と の 大 切 さ 、 知 性 が 生 き ぬ く 力 を く れ る と い

うことが描か れてい ます。  

Ｍ： TEENS’  ENTERTAINMENT という シリ ー ズ名 がぴ った り だと 思っ た本 でし

た。  

 

＊今回のゲス トは愛 知淑徳大学教 授の酒 井晶代（Ｍ） さんで す。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 55 回「さいかち 淵 」  

 誰かの声  

 

書き出しは 、「八月 十 三日／さいか ち淵な ら、ほんとう におもし ろい」。す ぐに

思い出すのは 、「な め とこ山の熊の ことな らおもしろい」(「なめ とこ山の熊」)。

昔話が「む かしむか し…」など の決まっ た言い方から はじま るように、「……

ならおもしろ い」も 、話を語り起 こすこ とばなのかも しれま せん。  

 

「ほんとうに おもし ろい」といって 、「ぼ く」は、仲良し の「し ゅっこ」(舜一 )

との夏の二日 間を語 ります。二日 とも、さ いかち淵に泳 ぎに行 くのです。さ い

か ち の 木 が 茂 っ て い る あ た り が 、 川 が 深 く な っ て い る 淵 な の で し ょ う 。 八 月

十三日には、石神の 庄 助たち大人が 発破を かけます。爆薬を川 に 投げ込んで、

魚を気絶させ て獲る のです。子ど もたちも 、小さな生洲 をこしら えて、ひろっ

た魚を入れま した。と ころが、川に 入って、生洲をこわす 大人が いたものだか

ら、「し ゅっこ 」が「 あんまり川を 濁すな よ、いつで も先生、云 うでなぃか 。」

と叫び、みん な、そ れにつづきま す。  

 

八月十四日は 、「しゅ っこ」が毒もみを し ます。川に毒を流 し て、魚をしびれ

させるのです が、一ぴ きも浮かんで きませ ん。しかたなく 、みん なで「鬼っこ」

をします。何度も やっ ているうちに、に わか に天気が変わ り、気が つくと、空



いっぱいの黒 い雲で す。雷が鳴り出して、いっぺんに夕 立がや ってきました 。  

 

〈そのとき、 あのね むの木の方か どこか 、烈しい雨の なかか ら、  

「雨はざあざ あ、ざ っこざっこ、  

  風はしゅ うしゅ う、しゅっ こしゅっ こ。」というよう に叫 んだものがあ っ

た。しゅっこは、泳ぎ ながら、まるで あわて て、何かに足を ひっぱ られる

ようにして遁 げた。〉  

 

雨のなかから 叫んだ のは誰でしょ う。「 し ゅっこ」がふ るえなが ら、「いま 叫ん

だのはおまえ らだか 。」とたずね ますが、み んなや、ぺ 吉は、「そ でない、そで

ない。」という のです 。まるで「ざ しき童子 」のように (前回 、当メ ルマガ NO.114

参照 )、まぎれこん で きた誰かの声 でしょ うか。「け れどもぼ く は、みんなが叫

んだのだとお もう。」として話は終 わりま すが、ふるえる「し ゅっこ」が川を

見 返 し た 、 そ の 気 味 の 悪 さ は 消 え な い ま ま で 、 私 た ち の な か に 残 る の で す 。

（馬車別当）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『イ ーハト ーボ農学校の 春』に よりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ９  

***************************************************************** 

 

ひぐれの町の  

曲がり道  

何が出るのか  

曲がり道  

 

（『まがれ ばまがり み ち』井上洋介 /作  福音館書店  1999 年９月、初出：「こ

どものとも」 1990 年 12 月）  

 

初めて出会っ たのは、雑誌「こど ものとも 」ででした。表紙には 、夜の風景に

灰色の道、後ろ姿 の 男の子がいて、タ イ トルは「まがれば ま がりみち」。なん

だ か 不 気 味 な 感 じ が す る け れ ど 、 そ の 落 ち 着 か な さ に 惹 か れ て 本 を 読 み ま し

た。  

 

夕 方 、 一 人 で 道 を 歩 い て い る 時 、 曲 が っ た 道 の 先 か ら 何 が 出 て く る の だ ろ う

とドキドキす る気持 ちが共有でき る本で す。この本で は、がま さん、やもり 、

まよい電車、大きな毛 虫、大きなも ぐらと続 いて、少しず つ空想の 世界に近づ

き、煙突に顔がつ い た 6 人の「えんとつ男 」が出てきて、一気 に 空想の世界へ

と放り込まれ ます。そ して、そのあ とも曲が り道からは、いちばん 星やブラン

コをこぐおじ さんな どが出てきま す。  

 

先 の 見 え な い 不 安 感 と 曲 が っ た こ と に よ っ て 出 会 う 驚 き は 、 毎 日 私 た ち が 体

験しているこ とです 。「まがれば  まが り みち」と「まが」とい う音が繰り返

されるタイト ルも、まっすぐでな いこと を楽しみ、「まが まが しい」もの をも

世 の 中 の 一 部 と し て 受 け 入 れ る こ と を よ し す る メ ッ セ ー ジ が こ め ら れ て い る

ようで、初め て出会っ て以来、ずっ と惹かれ 続け、曲がり 道をくね くね歩き続

けています 。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 



《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

大 阪 府 立 中 央 図 書 館 で ２ 月 22 日 か ら ３ 月 １ 日 ま で 開 催 さ れ て い た 資 料 展 示

「 世 界 の 子 ど も の 本 展 － IBBY（ 国 際 児 童 図 書 評 議 会 ） が す す め る 世 界 の 児童

書  国際アン デルセ ン賞と IBBY オナーリ スト 2018－」を見て きました 。これ

は日本国際児 童図書 評議会（ JBBY）が主催する巡回展 示で、 2018 年の国際ア

ンデルセン賞 受賞作 家の著書と 、「 IBBY オナーリスト」 の 61 カ 国、 50 言語、

約 200 冊の本で構成 されています 。  

 

国 際 ア ン デ ル セ ン 賞 の コ ー ナ ー は 作 家 賞 の 角 野 栄 子 さ ん と 画 家 賞 の イ ー ゴ

リ ・ オ レ イ ニ コ フ さ ん の パ ネ ル 解 説 と 本 が あ り ま し た 。 オ レ イ ニ コ フ さ ん は

ア ニ メ ー シ ョ ン 作 家 で も あ る た め 、 絵 に 動 き が 感 じ ら れ ま す 。 よ く 知 ら れ た

昔話を違った 視点か ら解釈して描 かれて いる点が興味 深かっ たです。  

 

IBBY オナーリストは 、国際児童図 書評議 会の各国支部 が推薦 した作品のこ と

で 、「 文 学 作 品 」「 イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン 作 品 」「 翻 訳 作 品 」 に 分 か れ て い ま す 。

ク メ ー ル 語 や ア ル メ ニ ア 語 な ど 、 あ ま り 見 た こ と の な い 文 字 や 言 語 の 本 も た

くさんありま す。「子 どもの本を通 して国 際理解を深め 、世界 に平和を」とい

う IBBY の理念にあ る ように、難 民、戦争 、平和など多様 なテー マの本がたく

さん選ばれて いまし た。  

 

その中で私が 特に注 目した本は、チ ュニジ ア共和国『大人 たちの 靴』（イネ ス・

アバシー作  シルヴ ィア・ヴィ ヴァンコ 絵）。パ ンフレッ トを 読むと、大 人た

ち の 靴 を は い て み た 少 女 が 自 分 の 靴 が 最 高 だ と 気 付 く ス ト ー リ ー だ と い う こ

とがわかりま すが、 絵を見るだけ で物語 が伝わってき ました 。  

 

アルゼンチン 共和国『 母と死、旅立ち 』（ニ コラス・アリス ぺ絵  アルベルト・

ライセカ、アルベルト・チマル文 ）は、モノ クロの線画で 、表紙と 裏表紙の両

面から異なる 話が始 まり、真ん中の同 じ絵 で話が終わる 構成に なっています 。

表 紙 に 死 神 の 絵 が あ り 、 怖 い と 思 い な が ら も 、 死 と 正 面 か ら 向 き 合 う 姿 勢 に

惹かれました 。  

 

私 は 奈 良 県 立 図 書 情 報 館 で ２ 月 に 行 わ れ た 同 巡 回 展 の 関 連 企 画 で あ る ロ シ ア

児 童 文 学 研 究 者 の 南 平 か お り さ ん の 講 演 会 に 参 加 し 、 ロ シ ア 語 圏 の 絵 本 に つ

いては深く知 ること ができました。こ の展 示は 2021 年まで日本 全国を巡回す

るそうです。 機会が あれば、もう 一度見 てみたいと思 いまし た。（Ｋ）  

 

日本国際児童 図書評 議会（ JBBY）  世界 の子どもの本 展  

https://jbby.org/category/exhibition/sekai-hon-ten 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『天 邪 鬼な皇子と唐の

黒猫』を１名の方 にプ レゼントしま す。ご希 望の方は、メール で件 名「メルマ

ガ  NO.115 プレゼント 希望」とし、 (1)お名 前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番

号  (4)メールアドレ ス、よろしけ れば  (5)このメルマガのご 感 想をお書きの

うえ  office@iiclo.or.jp にお送りくだ さ い。  

締切は４月 10 日 (金 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 



編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

いま、子ども たちの 多くは自宅に いるこ とを余儀なく されて います。ウェ ブ

上では学習教 材や電 子書籍が無償 で公開 されるなど、 それぞ れの世界にお い

て、自分にで きるこ とが模索され ていま す。まずは、 手洗い 、うがいを徹 底

するなど、自 分がで きることを丁 寧に実 行しつつ、あ ふれる ような情報の 中

で、いかにこ の難局 を乗り切るか を、迷 いながらも後 で後悔 しないように

日々を大切に 生きて いきたいと思 います 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 
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